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は じ め に

　永戸式目立てを開発者永戸太郎氏の言葉を借りて説明すると、「ソーチェーンは刃物であ
り切れなければ無用の長物である。」ということになります。 ソーチェーンは木を切るもの、
包丁は野菜やお肉や魚を切るもの、はさみやカッターナイフは紙類を切るもの、ナタやオ
ノは枝を切るもので、これらの共通点は物を切るもの＝「刃物」であるということです。

　包丁で枝を切ればすぐに欠けて切れなくなってしまいます。同様にオノで野菜や肉を切
れば潰してしまいます。このように刃物にはそれぞれに適した用途があります。更に、切
れる包丁でトマトを切れば、切るための力は要らず手応えがありません。切れない包丁で
は上から押しつける力が必要になり実を潰してしまいます。刺身包丁でお魚を刺身にして
も同様です。「切れる」ということは、無用な力がいらない状態といえます。

　ソーチェーンも同様に、上から押し付けたり、使用時の機械のブレを手で押さえつける
力がいらない切れ味が永戸式目立てといえます。永戸式目立ては、林業新聞社や林業・木
材製造業労働災害防止協会などから小冊として出版され、現在ではチェーンソーの特別教
育のテキストに採用されるなど、チェーンソーの安全衛生教育等に貢献しています。

　たとえ高性能なチェーンソーであっても、ソーチェーンの目立てを適切に行わなければ
その性能を十分に発揮できず、故障しやすくなったり、作業の生産性、安全性が損なわれ
ます。特に、林業のプロを目指す若い林業技術者においては、最初からソーチェーンの目
立ての補助装置や器具に頼らず正しい目立て（いわゆるプロの目立て）の方法を身につけ
ることが大切です。まさに、急がば回れといったところでしょうか。

　目立てをマスターするにあたり、上手な人から直接教えてもらうことが上達する近道で
すが、ソーチェーンの切れ味を左右する最も重要な技術である「目立て」の理論と技術を
きちんと教えてくれる指導者やその機会はあまり多くありません。
　
　そのようなことから、当センターでは、令和２年度より秋田林業大学校特別講師として
加利屋義広氏を迎え、永戸式の目立て方法を秋田県林業トップランナー養成研修（秋田林
業大学校）に取り入れるとともに、林業普及指導員研修、緑の雇用研修、森林ボランティ
ア研修等において、その普及を行っているところです。

　ぜひ、本冊子や様々な研修等を通じて永戸式による目立て方法の正しい知識と技術を
しっかりと身につけることにより、安全で効率的な伐採造材技術の向上につながれば幸い
です。最後に、本書の作成や研修にあたりご協力、ご支援を関係各位にこの場を借りて厚
く御礼申し上げます。
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第１章 　永戸式目立てについて
１　目立ての重要性

　チェーンソーで木を切った時、目立てが悪いと様々な症状が現れます。代表的な例をいくつか
挙げると、

　① 燃費が非常に悪い。
　② ガタガタしたり暴れる感じがする。
　③ 左右に曲がって切れる。
　④ チェーンソーに引っ張られて腕や腰に力がいる。
　⑤ おが屑が粉のようでほこりっぽい。
　⑥ 上から押しつけないと切れていかない。
などが挙げられます。

　チェーンソーは振動機械ですから、このような症状は身体に大きな負担をもたらし、白ろう病
(振動障害）という病気を患う危険性があるといわれています。
　更に、目立ての不良により機械への負担が増すことにより思わぬ故障をしたり、作業中の事故
にも繋がった事例もあります。このような症状を避けるためには正しい知識を身に付けて目立て
を行うことが大切です。

２　目立ての準備

　｢ソーチェーンは包丁やナタと同じ刃物である。｣ということをお伝えしました。包丁を研ぐた
めには、包丁あるいは研ぐ道具のどちらかを固定することが重要です。理由は刃先が動いては適
切な刃が付かないからです。チェーンソーを固定するためには市販されている固定用のバイスを
使用すると便利です（写真２）。
　丸ヤスリは細く長いのでそのまま手に握っても安定して使えないため、必ず柄を装着するよう
にします。人それぞれに手の大きさが違いますから、自分の手にあった大きさの柄にすることも
大切です（写真３）。　　

写真２　チェーンソーの固定  写真３　丸ヤスリ（左）と平ヤスリ（右）　  

バイス

写真１　ソーチェーン
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永戸式目立て

３　目立ての角度

　では、包丁で枝を切ると刃が欠けたり、オノで野菜やお肉を切ると潰してしまうのはなぜで
しょうか？。これは、包丁の刃先は薄く鋭利に尖っているため柔らかい野菜やお肉を切るには適
していますが、固い枝では刃が欠けてしまいます。また、オノの刃先は鈍角で厚くなっているの
で固い枝などの切断には適していますが、柔らかい野菜やお肉では身を潰してしまいます。
　刃物は切る対象物に対して、刃先には適切な角度が必要であるということがお分かりいただけ
ると思います。これと同様にソ－チェ－ンは木を切るための刃物ですから、刃先には木を切るた
めの適切な角度を必要とします。

４　上刃と横刃

　図１は、ソーチェーンを図示したものです。ソーチェーンの刃の部分に赤色と青色を付けまし
た。赤色の刃は上に付いている刃で「上刃」といい、青色の刃は横に付いている刃で「横刃」と
いいます。
　ソーチェーンは、この上刃と横刃の２つ
の刃を使って木を切っています。
　では、この上刃と横刃を使ってどのよう
に木を切っているのでしょう？

５　ソーチェーンの働き

　チェーンソーで丸太を切ると、図２の①
のように綺麗な四角い溝を掘りながら切り
込んでいきます。
　これを日常大工に置き換えてみると、敷
居の溝がこれとよく似ています。敷居の溝
を作るためには、まず図２の②のように大
工道具のノコギリ、ノミ、カナヅチを用意
します。最初に、③のようにノコギリで敷
居の幅を決めて、真っ直ぐに切り込みを入
れます。次にノコギリで作った切り込みに
沿い、ノミで深さを決めて、カナヅチでノ
ミの頭を叩きながら掘り進めば敷居の溝が
完成します。
　ソ－チェ－ンは、これと同様な仕組みで
木を切っています。上刃は「ノミ」の役目、横刃は「ノコギリ」の役目、そしてノミの頭を叩く
動力の役目をエンジンが行っています。

①

②

③

図１　上刃と横刃

上刃 横刃

図２　①②③
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　ここで注意をしなくてはならないのは、「ノコギリが
ノミよりも必ず先でなければならない。」ということで
す。もしもノコギリで切れ目を入れないでノミを使え
ば、図２の④のように切り口が汚くなるだけでなく、ノ
ミが安定せず上に跳ねたり深く刺さりすぎたりして安定
しません。
　チェーンソーも安定して木を切るためには、ソー
チェーンの横刃が上刃よりも先に木に当たることが、絶
対に必要なのです。

６　上刃目立て角及び横刃目立て角

　チェーンソーが安定して木を切るためには、「ソー
チェーンの横刃が上刃よりも先に木に当たる」ことが絶
対に必要なことを紹介しましたが、これはソーチェーン
をガイドバ－に取り付けて、横から見た角度と、ソー
チェーンを上から見た角度で決まっています。
　ソーチェーンは種類によって少しずつ刃の形が違いま
す。一般的に販売されているのは、チッパー型、マイク
ロチゼル型、チゼル型の３種類ですが、現在国内におい
て殆どのチェーンソーに標準装備されている刃の形は、
マイクロチゼル型です。
　図３に示しますとおり、ソーチェーンをガイドバーに
取り付けて横から見た角度を横刃目立て角といいます。
　チッパー型は90度、マイクロチゼル型は85度、チゼ
ル型は75度となっています。チッパー型とマイクロチ
ゼル型との角度の差は５度で、アナログ時計の秒針１秒
の角度が大体の目安です。

　次に、ソーチェーンを上から見た角度を上刃目立て角
といいます（図４）。角度は30度です。どのタイプの
刃であっても、刃先は直線でなければなりません。

　ここまでをまとめると、チェーンソーを安定して使う
ためには、ソーチェーンの横刃（ノコギリ）が上刃（ノ
ミ）よりも先に当たる角度、横刃目立て角85度及び上
刃目立て角30度で直線にすることが大切です。

マイクロチゼル型

チゼル型
図３

図４

チッパー型

④

図２　④

30度

75°

85°

90°
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永戸式目立て

７　切削角

　これまでは「ソーチェーンの横刃が上刃よりも先に木に当たる角度」について説明しました
が、次は上刃と横刃の刃先の角度について説明します。この刃先の角度のことを「切削角」とい
います。
　木を切削するノコギリの切削角は、昔から55度が最適とされてきました。当然ソーチェーン
も木を切削する刃物なので、上刃及び横刃それぞれの切削角は55度が最適な角度とされていま
す。しかし、ソーチェーンには逃げ角が設定されているため注意が必要です。
　　

８　逃げ角

　ソーチェーンで木を切るためには刃先だけが木に当たれば良いのですが、ソーチェーンは木を
切り込んで切削するため、図５の①（上刃）、③（横刃）のようにソーチェーンの刃全体が木に
当たってしまいます。ソーチェーンの刃全体が木に当たると、摩擦による抵抗が発生するため
様々な問題が生じることになります。このため図５の②（上刃）及び④（横刃）のように、上刃
及び横刃それぞれに５度の傾斜角を設けることにより、刃先だけが木に当たるようにして抵抗を
下げる工夫をしています。この角度を逃げ角といいます。
　　

９　切削角55度の設定

　木の切削に最適な切削角は55度であると説明しました。目立てを行うためには上刃と横刃の
両方にあたる丸ヤスリを使用します。ヤスリは物を削る道具なので、目立てを言い換えると刃先
を削るということになり55度の切削角を残すということになります。

逃げ角

②

④

①

③ 逃げ角

上刃

横刃

図５
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　55度の切削角を残す説明を図６で行います。黒く塗りつぶしているのはソーチェーンです。
　②はソーチェーンに対して水平に引いた線で、この線の上に点線で横刃に対して水平に線を引
きます。③はこれに垂直に引いた線で、②と③の線は直角（90度）になります。ソーチェーン
が左に傾いているのは、①のように逃げ角（５度）があるためです。
　刃先に丸ヤスリをあてて削るのは④のよう
に、③の垂直の線から刃先に丸ヤスリを30
度に当てて削れば55度の切削角が得られま
す。
　計算式にすると、55度を残す＝90度－
（削る角度30度＋逃げ角５度）ということ
になります。  
　丸ヤスリを30度に当てることは非常に難
しいため、市販されているアングルプレート
（写真４，５）を使用すると、比較的容易に
30度で目立てが行えます。

10　丸ヤスリの当て方

　ソーチェーンの目立てには丸ヤスリを使用しますが、丸ヤスリを刃先のどの部分に当てるかで
横刃目立て角（85度）や切削角（55度）が変わってしまうため注意が必要です。

　図７は、ソーチェーンに丸ヤスリを当てた簡易図で、丸はヤスリを、数字はヤスリの径を表
し、丸ヤスリと刃の接触した形が刃の形になります。
　図７の１は、上刃に対してヤスリが下がりすぎているた
め、鳥のくちばしのように尖った形になります。この形は
「フック型」といって間違った刃の形です。横刃を削り過
ぎて横刃が上刃よりも後に当たるため、横刃の機能を失う
ことになり上刃が安定せず振動が大きく暴れる切削になり
ます。刃が木に当たるとグイグイと前に引っ張って行こう
とするので、腕や腰など身体への負担が大きく、腰痛や振
動障害等への恐れがあります。

逃げ角

55°
90°

35°

①

③

②

④

図６

写真４　アングルプレート 写真５　アングルプレートの使用

図７の１　フック型

4.0
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永戸式目立て

　図７の２は上刃に対してヤスリが上がりすぎているた
め上刃を削りすぎて無くしてしまうとともに、横刃も後
ろに寝かせてしまいます。刃が木に当たっても滑ってし
まうため、全く切れなくなります。この形を「バックス
ロープ型」といい、「フック型」と同様に間違った刃に
なります。このバックスロープ型は、全く切れないため
上から押しつける力が必要になるばかりでなく、切削時
間が長くなるため振動暴露の時間も長くなり振動障害へ
繋がる恐れがあります。また、ソーチェーンと木の摩擦によって煙が立ちソーチェーンが赤く焼
き付いてしまい、最後には使い物にならなくなる場合もあります。
　図７の３はヤスリを上刃からヤスリの径の１/５程度上に出した位置です。この位置で横刃目
立て角85度と切削角55度がとれます。丸ヤスリを上刃から１/５程度上に出して目立てを行うこ
とは紙面上では簡単ですが、実際には極めて難しいので繰り返しの練習が必要になります（写真６）。
　
　

11　切削の厚さ

　チェーンソーの切削の厚さ＝おが屑の厚さということになります。この切削の厚さは厚すぎる
と抵抗が大きく、薄すぎると全く切れなくなるので調整が必要になります。
　このおが屑の厚みを決定しているのは、図８のＢの①に位置するデプスゲージと言われる箇所
で、図８のＡように大工道具のカンナの台と同じ役目を果たしています。つまり図８のＢで説明
すると、①のデプスゲージがカンナの台、上刃の高さ②と①との差がカンナの台から出る刃の高
さということになります。
　目立てを進めていくと、上刃には図８のＢの④のように逃げ角があり約５度後ろに傾斜してい
るため、上刃の高さＢの②の位置が④の方向へ
と移動することでデプスゲージよりも低くなり
全く切れなくなります。このためＢの①のデプ
スゲージの頭を平ヤスリで削って、上刃の出方
を調整する必要があります。最適な刃の出方は
0.25インチといわれています。
　この調整はデプスゲージリンクという器具が
市販されていますので、この器具を使えば簡単
に調整することができます。

4.0

4.0

図７の２　バックスロープ型

図７の３ 丸ヤスリの当て位置 写真６ 1/5 程度上に出しての目立て

②
カンナ カッターA

B

デプスゲージ

25
0.025インチ

③

④

①

②
①

④

③

図８

1/5
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永戸式目立て

12　まとめ　　

　ここまでソーチェーンの目立てについて紹介しましたが、目立てにおける点検ポイントをまと
めると
　① ソーチェーンは必ず固定するとともに、丸ヤスリには手にあった柄を装着すること。
　② �横刃は「ノコギリ」、上刃は「ノミ」の役目を果たし、横刃が上刃よりも先に当たる形に

すること。
　③ 横刃が先に当たる角度を横刃目立て角といい、マイクロチゼル型は「85度」である。
　④ 上刃にも上刃目立て角があり、「30度」とし刃先は直線とすること。
　⑤ ソーチェーンの刃先の角度を切削角といい、「55度」にすること。
　⑥ �切削角を55度にするためには、丸ヤスリを上刃に30度にあてて上刃から上に「1/5」程度

出したポイントで目立てを行うこと。
　になります。

13　おが屑を点検しよう！　　

　目立て終了後、正しくソーチェーンの機能を発揮する目立てが出来ているかどうかは、おが屑
で点検することが可能です。
  
　横刃が上刃よりも先に当たる横刃目立て角（マイクロチゼル型は85度）が正しければ、おが
屑の一辺はカッタ－ナイフで紙を切ったように綺麗な切れ方であり、上刃目立て角（マイクロチ
ゼル型は30度かつ直線）が正しければ、一定の均一な幅を持っているはずです。更に、デプス
ゲ－ジが正しく調整されソーチェーンの動きにガタつきやブレがなく滑らかであれば、材木を大
工用カンナで削った削りカスと同様の長いおが屑となっているはずです。おが屑の一片は、ソー
チェーン１つがどれ位働いたのかという証でもあります。
  
  写真７、８は、私が目立てたソ－チェ－ンでスギの伐根を水平切りしたおが屑です。樹種やそ
の時の木の状態により必ずしもこのようになるとは言えませんが、目立ての参考になればと思い
掲載させて頂きました。

　是非おが屑をゴミとして扱わずに、たまには良くご覧になり自分の目立ての教材とすること
も、目立てを上達させるコツといえます。

写真７ 写真８
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第２章　現地情報
１　研修目的

　チェーンソーを使用して、安全で能率の良い仕事をするためには、正しい目立てが重要となり
ます。正しい目立てをするためには、ソーチェーンの構造や働き、刃の最適な形について理解を
したうえで、技術を習得する必要があります。
　そこで、職業としてこれから林業を目指す方、業務を遂行するうえで知識と技術を必要とする
方及び林業就業経験が少なくチェーンソーで伐木している方を対象に、ソーチェーンの目立ての
基本知識及び実技による技術の習得を目標に研修を行いましたので、その様子を紹介いたします。

２　研修の実施状況

（１）秋田県林業トップランナー養成研修（秋田林業大学校）
　　　�　秋田県林業トップランナー養成研修のカリキュラムの科目である林業機械基礎で令和２年

度に入講した研修生を対象に、ソーチェーンの基本的な知識、目立ての方法の習得を目指し
ました。研修生は初めての目立てに最初はとまどい気味でしたが、講師の丁寧で熱い指導の
もと次第に研修生自体もエンジンがかかり、休憩時間も忘れ目立てに没頭していました。目
立てが完了した段階で実際にスギの玉切りです。そこにはチェーンソーの切れ味に一喜一憂
の姿がありました。チェーンソーを使用するに当たって、「目立てができないと良いことは
無い」と肌で感じた１日となりました。

（２）林業普及指導員研修
　　　�　伐倒の多くはチェーンソーを用いて行う作業が主流となっており、チェーンソーの正しい

知識及び技術を身につけるうえで普及指導を行っていく必要があります。そこで今回は、林
業普及指導員を対象にチェーンソーを安全に能率良く使用するために、必要な目立て技術の
向上を図る研修を行いました。講義では、ソーチェーンの構造、種類、刃の形と目立て角、
切削角等専門的な分野に踏み込んだ内容であり、林業普及指導員の眼光も一層鋭くなりまし
た。目立ての実習では、ソーチェーンと向き合い、丸ヤスリで刃に当てては研ぐ作業に、大
粒の汗を流していました。講師からは、一人一人に正しい目立ての姿勢、丸ヤスリのあて方
や力の入れ方など熱い指導が入ります。理論の習得と実践、林業普及指導員にとっても、貴
重な経験となったのではないでしょうか。

　　　　　　
（３）『緑の雇用』林業作業士研修 (フォレストワーカー)
　　　�　『緑の雇用』は新規就業者に対して安全かつ効率的な森林施業に必要な知識と技能を実地

で習得するための３年間の体系的な研修です。就職をして間もない森林組合及び林業事業体
で活躍している林業マンを対象に、目立ての研修を実施しました。自ら使用しているチェー
ンソーを持参してもらい、ソーチェーンの刃の形のチェックと修正をしてもらいました。自
分の目立て方法が正しいのか講師に見てもらい、修正もしくは自己確認を行い、作業現場で
役立つ技能の習得に努めました。本研修で学んだ技術を持ち帰ってもらい、日頃の仕事が更
に効率よく安全で確実な作業となるように、是非活かしてもらいたいと思います。
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写真９　秋田県林業トップランナー養成研修 （秋田林業大学校）

写真 10　林業普及指導員研修

写真 11　『緑の雇用』林業作業士研修（フォレストワーカー）
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３　目立ての準備とプログラム

（１）目立ての準備
　　�　ソーチェーンには規格があり（写真12）、それに適した丸ヤスリのサイズを選択する必

要があります。ソーチェーンの箱裏（写真13）には規格等が記載されているので、捨てず
に活用しましょう。ガイドバーも摩耗・変形するので、目立てする前にガイドバーを必ず
チェックし、デプスゲージの溝クリーナ（目盛り付き）を用いて、ガイドバー上下の溝の深
さの確認、掃除等を行います。

　　�　また、オリジナルのヤスリ柄をつくることも有効です（写真14）。樹木を採取し、手に
あった長さに切り揃え樹皮をナタで削って乾燥させ、ドリルで穴をあけます（写真15）。
握りやすいようにナタ・ナイフ等で削り、紙ヤスリをかけビニールテープを巻けば完成で
す。市販のヤスリの柄よりも使いやすいことから、技術の習得にも自然と力が入るのではな
いでしょうか。

写真 12　ソーチェーンの規格

写真 14 　ヤスリの柄

写真 13　規格等の記載

写真 15　ヤスリ柄の穴あけドリル
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（２）目立てのプログラム
　　�　今回行ったプログラムとしては、まずソーチェーンを十分にクリーニングし、余分な

チェーンオイルをウェス等で拭き取るとともに、カイドバーやソーチェーンの破損・摩耗等
をチェックし、目立て時にはソーチェーンを通常より強く張ります。

　　　また、目立てを行う場合は必ず保護手袋を着用させて下さい。
　　ア　目立て板にバイスをハンマーで打ち付け、Ｃカンで作業台に固定します。
　　イ　バイスに、ガイドバーを挟み固定します（写真16）。
　　ウ　�ノギス等で一番小さな刃を見つけ、マ

ジックでマーキングしてマスターカッ
ターとします。

　　エ　�ガイドバーにアングルプレートを取り
付け、ガイドバーとソーチェーンの間
に細木を差し込むなどしてチェーンを
強めに張ります（カッターが傾かず、
正しい角度が保ちやすくなります）。
チェーンブレーキをロックすることも
有効です（カッターの固定がポイント
です）。

　　オ　�ソーチェーンのピッチ、刃の大きさに合わせて適切なサイズの丸ヤスリを用います。刃
先が完璧になるまでヤスリをかけます（第１章参照）。

　　カ　全てのカッターが、同じ長さとなるようにヤスリをかけます。
　　キ　デプスゲージを用い、平ヤスリでデプスの高さを調整します。
　　ク　ソーチェーンの張りを、通常の張りに戻します。

写真 17　目立て用具一式　  

Cカン

Cカン

ガイドバー

バイス

作業台

アングルプレート

デジタルノギス
細木

目立て板

デプスゲージ

丸ヤスリ・平ヤスリ

写真 16　ガイドバーの固定
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　初心者から比較的経験の浅い方々に対する研修の事例をあげましたが、目立ての知識・技術
は、対象・個人間で差があることも多く、実習前に講義を行い正しい目立ての理論・方法をあら
かじめ理解してもらうことが大切です。
　目立て後は、丸太で試し切りをなどを行い、きちんと目立てができているかを確認させる必要
もあります。ソーチェーンが満足な動作をせず、ガタツキや跳ね返り、切れ曲がる場合は、目立
て不良の可能性があります。頭で理解したつもりでも、なかなかヤスリがついていきません。刃
をよく観察させカッターの長さ、上刃がまっすぐになっているか、上刃や横刃の目立て角が全て
適切で揃っているか、デプスが全て揃っているかなどをよく理解させ、ヤスリの持ち方、使い
方、どこをどのように研ぎ直したら良いのか、一人ずつ丁寧な指導が必要となります。そのた
め、受講者数・時間・回数等に応じた指導者数やプログラムが必要となります。最初から目立て
をうまくできる人はいません。「よく切れるソーチェーン」を目指して、少しずつ技術を高めて
いくことが重要です。
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　今回、ソーチェーンの目立てについていろいろとご紹介しましたが、小さいソー
チェーンに細い丸ヤスリを当てて 85 度にするとか、1/5 程度上に出す等は紙面上
では簡単なようですが、実際には非常に難しく簡単なことではありません。
　包丁でトマトやお肉を切るための「研ぎ」の技術も日々の努力があっての賜であり、
ソーチェーンの目立ても同様です。チェーンソーはホームセンター等で気軽に購入
できる身近な機械ですが、労働安全衛生法上では厳しく規制をうけている機械です。
チェーンソーを使うということは正しい知識を身に付けて使わないと、思わぬ事故
や健康を損なう危険があることを決して忘れてはいけません。ソーチェーンをただ
の道具ではなく、是非「刃物である」ことをご理解頂き安全かつ健康な作業を行っ
て頂けますようお願いいたします。

お わ り に

・林業・木材製造業労働災害防止協会：ソーチェーンの正しい目立て

（第１章）
・秋田県林業研究研修センター　研修普及指導室　特別講師　　　　加利屋　義広

（第２章）
　　　　　　　　　　同　上　　　　　　　　　　室　　長　　　　菊地　  與志也   　
　　　　　　　　　　同　上　　　　　　　　　　主　　幹　　　　山田  　尚  
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